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令和2年 身近な犯罪の発生状況をお知らせします

▶地区別犯罪発生状況　
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忍      1 2 1 1 3 1 1 10
行田 3 3 1 3 10
佐間 1 2 7 1 8 19
持田 3 6 1 23 1 1 21 56
星河 1 1 10 1 3 6 22
長野 2 1 4 1 2 11 3 14 38
荒木 1 1 1 2 2 1 2 1 11
須加 1 1 1 1 2 1 7
北河原 1 1 1 3
埼玉 1 1 2 1 1 6
星宮 1 1 2
太井 2 1 1 14 2 1 3 24
下忍 1 1 2 4
太田 7 2 5 1 3 3 4 2 27
南河原 1 1 1 2 4 9
令和2年 2 21 7 29 1 8 8 83 16 0 14 59 248
令和元年 1 26 2 23 1 2 2 101 27 2 14 66 267
前年比 +1 －5 +5 +6 0 +6 +6 －18 －11 －2 0 －7 －19

※数字は概算（行田警察署調べ）
▶問い合わせ　防災安全課防犯対策担当（内線283）

ご注意ください
交通死亡事故が多発しています

交通災害共済令和3年度分の加入受け付け中
万一の事故に備えて交通災害共済に加入しましょう

　市内では、11月、12月と続けて交通死亡事
故が発生しています。
　運転者は、脇見をしない、ハイビームを活用
するなどして、安全運転を心掛けましょう。歩
行者は、横断歩道を渡る、反射材を着用するな
どして、事故に遭わないようにしましょう。

▶令和2年交通事故発生状況　（12月31日現在概数）
交通事故死者数（前年差）人身事故件数（前年差）

埼玉県  121人 （－8）  17,117件 （－4,242）
行田市  4人 （±0）  198件 （－66）

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）

▶費    用　 1人年額500円
　　　　　　※10月以降に加入される場合は250円
▶加入方法　 防災安全課で随時加入を受け付けています。

例年行っている自治会を通した加入の取りま
とめは、新型コロナウイルス感染拡大防止の
観点から実施していない自治会があります。
その場合、次の特設受付をご利用ください。

個人加入特設受付
▶日    時　① 3月11日㈭・12日㈮午前8時30分～

11時30分、午後2時～ 5時15分
　　　　　　② 3月11日㈭・12日㈮午前11時30分～午

後2時、3月14日㈰午前8時30分～正午
▶場    所　①市役所車庫上北会議室②防災安全課
▶問い合わせ　同課交通担当（内線284)

　昨年、全国的に振り込め詐欺は減少傾向にありましたが、市内では13件7,849万円の被害が発生しまし
た。令和元年の19件1,809万円と比較すると、被害件数は減少したものの被害額は4倍であり、その額は
過去最多となっています。埼玉県の統計でみると、被害者は70代と80代女性が大半です。電話で「お金」
と言われたら、強く詐欺を疑いましょう。
　また、共用の駐輪場から自転車が持ち去られる事案が多く発生しています。短時間でも鍵を掛け、愛車を
守りましょう。

　自然災害や武力攻撃などの発生時に備えて、防災行政無
線を利用した全国瞬時警報システム（Jアラート）の全国一斉
情報伝達試験を次のとおり実施しますのでご留意ください。
▶試験日時　2月17日㈬午前11時ごろ
▶放送内容　 上りチャイム音→「これはJアラートのテスト

です（3回繰り返し）。こちらは防災行田です」
→下りチャイム音

　　　　　　※ Jアラートとは、国が把握した時間的に余裕
がない緊急情報を市町村の防災行政無線な
どを利用して瞬時に伝達するシステムです。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

　「市民による手作りの学校」を目指して設立された行田市
民大学では、大学講師をはじめとする専門家から郷土の歴
史や健康づくりなど、さまざまな分野について学ぶことが
できる趣向を凝らしたカリキュラムを企画しています。令
和2年度はコロナ禍のため休校としましたが、令和3年度
の開催に向けて追加募集をします。
▶修学期間　 5月6日㈭から2年間、毎月2回程度（原則第

2・第4木曜日）
▶時    間　原則として午前10時～正午
▶場    所　 行田グリーンアリーナ他　※変更の可能性あり
▶講座内容　 「のぼうの城」を検証する、行田市の原点「日本

一の足袋産業」、郷土の文化を学ぶ、視察ツ
アー他（年間23回を予定）

　　　　　　※ 講座の回数および内容は、変更となる場合
あり

　　　　　　※講座の他に自主グループ研究活動あり
▶応募資格　原則として市内在住・在勤で16歳以上の方
▶追加募集人数　 5人（定員を超えた場合は抽選）※総定員は50人
▶学    費　 年間15,000円（入学決定後、指定する日まで

に振り込み）※視察ツアーは別途負担あり
▶主    催　NPO法人行田市民大学活動センター
▶応募方法　 3月15日㈪までに電話でひとつくり支援課☎

556―8319※必要事項は住所、氏名、電話
番号

▶入学決定　 3月31日㈬までに応募者へ結果を通知します。
▶問い合わせ　 同法人☎501―2404または同課生涯学習担

当☎556―8319

防災行政無線の
情報伝達試験を実施します

行田市民大学第12期生を
追加募集します

　JR行田駅前広場再整備工事の完成に伴い、3月上旬
（予定）に駅前広場前交差点の一時停止の位置が次のと
おり変わりますので、交通規制看板に注意し通行をお
願いします。
　地域の皆さんには、大変ご不便をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

▶問い合わせ　道路治水課道路建設担当（内線5712）

　市では、障害者総合支援法や児童福祉法に基づいて
見直した第6期行田市障がい福祉計画（案）、第2期行
田市障がい児福祉計画（案）を公表し、皆さんから意見
を募集します。
▶募集期間　2月16日㈫～ 3月17日㈬
▶閲覧場所　福祉課、市政情報コーナー、南河原支所
　　　　　　※市ホームページでも閲覧可
▶ 意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学の方、
市内に事業所などを有する法人・団体

▶ 提出方法　住所、氏名（法人や団体の場合はその名
称と代表者名）、電話番号、意見・提言を明記（様式
自由）の上、持参、郵送、FAX、Eメールのいずれか
の方法で提出してください。【持参・郵送】〒361―
8601 行田市本丸2―5 行田市福祉課【FAX】554―
6701【Ｅメール】fukusi@city.gyoda.lg.jp

▶そ の 他　
　・ 意見提出に係る個人情報は、本業務の目的以外に

は使用しません。
　・ 提出された意見などの原稿の返却および個別の回

答は行いません。
▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線266）

工事完成後の
交通規制が変わります

第6期行田市障がい福祉計画（案）および
第2期行田市障がい児福祉計画（案）

に対する意見を募集します
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